
,000 1,000
人

0 0 - - - - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｃ 最終更新日：平成28年04月30日 1頁

前期基本計画 平成２８年度 施策方針書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０３ ＩＣＴを活用した地域情報化の推進

企業振興課長  木下昇三

より迅速で、より正確な情報の伝達を図るため、ICTを活用した地域情報化の推進と、住民自治の確立のためのコミュニテ

ィ形成や防災時の情報の収集、伝達のため大学や企業等と連携のもと地域情報化方針等を検討するとともに、その構築を図

る。併せて、ＩＣＴの活用の促進を図るため、情報リテラシー向上のための人材育成を推進します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

普段の生活に必要な情報が伝わっていると感じている人の割合

1 42.5 45 47.5 50 52.5 -
％ 40.5

44 - - - - 0.0

幸

福

広報やインターネット等で地域の情報を収集・発信している人の割合

2 24 26 28 30 32 -
％ 23.2

26.5 - - - - 0.0

平成27年度
平成26年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

8168  デジタルディバイド解消事業

光ブロードバンド利活用世帯普及率
1

52 53 54 55 56 57 57
％

0 0 - - - - -

12101  地域ＩＣＴ活用事業

アプリケーションダウンロード数
2

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1



策

受け取る端末、情報を

の

提供するコンテンツな

実

ど様々な視野

から情報

現

伝達手法を検討する必

に

要があります。また、

影

情報を単に提供するだ

響

けでなく、住民自治の

す

確立のためのコミュニ

る

テ

ィ形成や防災時の情

社

報収集、伝達など双方

会

向システム構築の検討

環

が必要であり、これら

境

を含めた情報化方針等

変

を市民、大学

、企業を

化

含めて検討し、構築し

(

ます。また、併せて、

３

ＩＣＴ活用の促進を図

)

るため、情報リテラシ

 

ー向上のための人材育

基

成

を進めます。

(２)

本

 基本計画内の取り組

施

みと方針のうち、平成

策

28年度の重点課題
情

と

報基盤、情報を受け取

の

る端末、情報を提供す

関

るコンテンツなど様々

連

な視野から情報伝達手

性

法と情報リテラシー向

３

上のため

の方針を検討

．

します。

(３) 基本

施

計画内方針及び平成2

策

8年度重点課題に基づ

の

く優先順位の考え方
情

実

報基盤、情報を受け取

現

る端末、情報を提供す

に

るコンテンツなど様々

向

な視野から情報伝達手

け

法を検討することを優

て

先に検討

します。

の取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針
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０２ 企業集積と産学官連携の推進
０３ ＩＣＴを活用した地域情報化の推進

企業振興課長  木下昇三

ＩＣＴ情報基盤はインフラと考え、市内全域を光ファイバー地域として整備しました。また

政

、それと同時に、議会

 

中継や河

川監視サービ

 

スの基盤を整備し、市

 

のホームページから見

 

られるようにしていま

策

す。また、様々な情報

:

基盤が発達する中で

住

基

民への情報提供手段の

本

充実と即時性を確保す

施

るため、岩手県内の自

策

治体として初めてスマ

:

ートフォン向けアプリ

施

を構築し

ました。

情報

 

システムの利用が広く

 

市民生活や経済活動に

 

浸透しており、生活に

 

とってなくてはならな

策

いものとなっています

:

。暮ら

しの様々な場面

施

で情報システムが活用

策

されており、情報化社

担

会には更なる可能性が

当

出てきています。また

職

、情報は単に基盤

だけ

・

でなく、どのような情

氏

報を、いつ、誰に、ど

名

のような手段で伝えて

２

いくかというコンテン

．

ツが重要となっていま

施

す。更

には、近年Fa

策

cebook、twi

の

tterなどのＳＮＳ

実

のように、誰もが情報

現

を提供できる時代であ

に

り双方向に捉える時代

向

となってい

ます。

情報

け

システムの活用は、少

て

子高齢化社会、グロー

の

バリゼーション、地域

現

固有文化の伝承、環境

状

など社会経済活動の大

を

きな基

盤となっており

認

、近年のオープンデー

識

タやビックデータの議

す

論にもあるように行政

る

としても自治に大きな

(

役割を果たします

基本

１

施策である「企業集積

)

と産学官連携の推進」

 

において、本施策は産

施

学官連携の具体的な計

策

画を示すものです。滝

目

沢市の

強みであるＩＴ

標

企業集積と岩手大学ソ

の

フトウェア情報学部の

進

立地を地域に生かすも

捗

ので、地域の情報化の

状

推進により市民の

生活

況

利便性やコミュニケー

分

ションの促進と災害時

析

の情報伝達など様々な

(

部分でのＩＣＴ利活用

２

が必要となっています

)

。

より迅速で、より正

 

確な情報伝達を図るた

施

め、情報基盤、情報を



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：平成28年04月30日 3頁

前期基本計画 平成２８年度 施策方針書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０３ ＩＣＴを活用した地域情報化の推進

企業振興課長  木下昇三

8168  デジタルディバイド解消事業

9,401 11,780 △20.2 9,401 9,401 9,401 37,604

12101  地域ＩＣＴ活用事業

2,250 0 皆増 2,000 2,000 2,000 8,250


